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研究成果の概要（和文）：当初３年間は、収集データの整理・音声データのポーズ分析・書き起

こしデータの正確さ・複雑さ・語彙分析を行い、最終年度は、収集データのうちで物語データ

に関してナラティブ分析を行った。その結果を過去３年間の分析と総合考察としてまとめた。4

才９ヶ月から 19 歳１ヶ月の間、日英バイリンガル(N=1)を追跡調査したデータ分析の結果、日
本在住のためどうしても劣勢言語となりがちな英語の習得について以下の点が判明した。(1) 

本被験者の英語習得は多くの側面で、英語母語話者の発達段階に類似している、(2) 言語間距

離の離れている２言語であり、かつ劣勢言語への言語接触が、生活・学校言語である優勢言語

（日本語）より少ないが、日英語２言語とも母語話者と同様に発達させることができる、(3) た

だし、モノリンガルには見られないバイリンガル特有の誤りやナラティブスタイルも同時に観

察された、(4) 劣勢言語（英語）への大量で集中的な接触が、ある年齢時期に必要であり、こ

れにより英語母語話者の言語レベルに到達することも示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：This study explores whether the non-dominant language of a 
bilingual who is acquiring two typologically different languages simultaneously, 
develops in a similar manner to monolinguals and/or bilinguals who are learning two 
linguistically close languages. We tracked a Japanese-English bilingual longitudinally 
from early childhood (4;09) into late adolescence (19;01) to examine her minor language, 
English, from both linguistic and narrative perspectives. Data collected orally were 
analyzed in terms of fluency, accuracy, complexity, and vocabulary as well as looking 
at the landscapes of action and consciousness. The results indicate that the development 
of the minor language is similar or identical to that of a monolingual in core linguistic 
areas, and that a child acquiring two languages simultaneously, (bilingual first language 
acquisition or BFLA) is able to develop two separate languages even when exposure to the 
minor language is limited and the two languages are typologically distant from each other 
- partially supporting the Separate Development Hypothesis. It is only partial since the 
bilingual child showed some idiosyncratic errors and a unique narrative style, which is 
possibly due to L1 influence. The results also imply that extensive and intensive exposure 
to the minor language at or before a certain age may be essential to reach the level similar 
to a monolingual. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1)子供の言語習得に関する詳細な記録は時

間が非常に長くかかる為に、世界的に広範に

研究対象となっている英語と言えども学術的

にはBrown (1973)の母語習得に関する研究が

ある位のものである。バイリンガルの２言語

習得についても、日記によるフィールドノー

ト中心の記録的研究が数点(cf. Lanza, 199

7; Tabors, 1997; Dopke, 2000)あるだけで

ある。ましてや日英バイリンガルの言語習得

となると生後３年間の記録をまとめた山本(1

991)による研究が日本語で発表されているの

が目立つだけである。研究分野を広げてバイ

リンガリズム研究全般に目を移しても、日本

人研究者による英文による（海外のバイリン

ガリズム研究への貢献という意味では日本語

よりも価値があると思われる）研究成果をま

とめた著書は、(1)日本在住のバイリンガルフ

ァミリーの言語動向調査結果をまとめたYama

motoによる研究(2001)、(2)カナダの日本人二

世を対象としたコードスイッチに関するNish

imura(1997)による研究、(3)主として社会言

語学的に日本のバイリンガリズムの状況をオ

ムニバス形式でまとめたNoguchi & Fotos (2

001)による研究、(4)対象を主として学齢期の

日英バイリンガル児童・生徒に絞りメタ言語

能力・コードスイッチ現象・バイリンガル脳

構造・帰国生徒の言語保持と喪失について縦

断・横断的に田浦(2005)によりまとめられた

研究がある程度である。即ち日本語と他言語

を同時に獲得中の幼児・児童バイリンガルを

長期間にわたり研究対象としてまとめ、国際

的にバイリンガル分野に貢献している研究は

非常に少ないのが現状である。 

(2)本研究の代表者は、主として帰国生徒（日

英バイリンガル）の言語保持・喪失を研究対

象とする一方で、研究分担者の協力を得て、

日英平衡バイリンガル児（研究開始時期が５

才と９才の）２名から１０年に渡り、多面的

（spontaneous speech/writing data, elici

ted speech/writing data, 英検やPhone Pas

sのようなstandardized tests及び面接調査）

データを定期的に収集してきた。データ収集

方法と分析方法に関しては、帰国生徒からの

データ分析を基にまとめた研究代表者による

博士論文(2007)でその信頼性・妥当性が厳密

に精査されている。今後は収集された膨大な

データを、分析する為に整理、書き起こし、

テキスト化、PCソフトによる下分析を行い、

本格的なデータ解析へと進む段階まで準備が

整っている。データ解析に当たっては、バイ

リンガルデータを心理言語学的・社会言語学

的・応用言語学的に取り扱ってきた研究代表

者が、対象バイリンガル児童の母親でもある

研究分担者（児童英語教育が専門の英語母語

話者）による誤り分析、及び対象児童への直

接の質問を通して研究の理想型であるtriang

ulationを実現することが可能であり、それに

より非常に貴重な縦断的バイリンガル言語習

得研究を日本から発信できることになる。 

 
２．研究の目的 
(1) 上述の通り、縦断的データは２バイリン

ガル児童より１０年間に渡り科学的根拠に基

づいた手法で既に収集済みである。今後は、

本格的なデータ分析に基づくバイリンガル言

語習得メカニズムの解析に着手する前段階と

して、膨大なデータの整理（スピーチデータ

の書き起こしとテキスト化及びデジタイズ化、

PCソフトによるデジタイズデータのポーズ分

析、ライティングデータのテキスト化、テキ

スト化されたスピーチ・ライティングデータ

のPCソフトによる語彙分析）を行う必用があ

る。この作業には代表者・分担者が各所属大

学で指導に当たっている言語情報学や英語専

攻の学部・大学院生を総動員し（書き起こし

は部外の英語リスニング能力の卓越した人材

に依頼）、分析トレーニングを実施した後で、

各作業に従事し、データ量から判断して３年

間を費やす計画でいる。 

(2) まだまだ新しい学際的分野であるバイリ

ンガリズム研究において、世界的にも例を見

ない１０年間に渡る縦断的研究成果を日本か

ら発信できることは非常に意義の高いことで

ある。特に従前見られた日記的フィールドノ

ートによる記録的研究ではなく、スピーチ・

ライティングの２モダリティーは当然として、

所謂標準化された市販能力測定テストも併用

してデータがこれほど長期間にわたり収集さ

れたケースは前例を見ない。更に１バイリン

ガル児童のケーススタディーではなく、２児

童（９才～１８才、５才～１６才）から同年

齢期の言語習得データが収集されており、言

語習得において重要視されている「個人差」

も研究対象として充分論じることができる。

分析ツールも言語の流暢さ、正確さ、複雑さ

を計測する信頼性・妥当性の高いものであり、

最終的なデータの考察時にも被験者である児



童の聞き取り調査、被験者の母親である研究

分担者の視点も取り込むことで、前例のない

データ量に裏打ちされたバイリンガル言語習

得メカニズムの解明に大いに貢献することが

期待できる。 
 
３．研究の方法 
既に 10 年間にわたり収集済みのデータを、
スピーキングデータについては書き起こし
データの作成と音声データのデジタイズ化
を、ライティングデータについてはテキスト
化を先ず行った。それぞれ正確さ分析は
Myers-Scotton の 4-M モデルを用い、語彙分
析は lextutor sofotware によりレベル頻度
分析を行った。音声データは流暢さ分析の為
に DigiOnSound ソフトを用いて 200ms 以上の
ポーズを検知し、次に文間・文中に分類した。
ライティングの質的分析としては TOWL-3 の
スコア表に沿った採点を行い、英語母語話者
との直接比較を行った。当初計画には無かっ
たが、海外学会での途中経過報告時に、子供
のライティング力・談話能力の研究者である
Bamberg 博士より Story grammar の分析によ
り研究に深みが増すとのアドバイスを受け、
最終年度はその分析も行った。更に、研究代
表者がブレイン・イメージング機を用いた手
法で２被験者からデータを得ることができ
たので、これも当初予定していない分析であ
ったが、今後の新たな展開分野として研究を
進めるきっかけとなった。但し、2被験者か
らの 10 年分のデータが当初の想定以上に膨
大であり、下分析は応用言語学や英語教育学
専攻の院生に委託し、全て完了したが、縦断
的に全てのデータを総合考察できたのは２
被験者のうちで 1名に留まった。 
 
４．研究成果 
 2012 年度当初に国際ジャーナルに掲載さ
れるので、その草稿を本報告書に添付するの
で、要約のみ記載する。 
 早期日英バイリンガル児より 14 年間(4 才
９ヶ月から 19歳１ヶ月の間)にわたり収集し
たスピーキング・ライティングデータを、流
暢さ・正確さ・使用語彙レベル・ナラティブ
の側面から分析を行い、標準テストである
TOLD-2/TOAL-3, PPVT やバイリンガルストル
ープテスト結果も含めて総合考察を行った。
その結果、日本在住のためどうしても劣勢言
語となりがちな英語の習得について以下の
点が判明した。(1) 本被験者の英語習得は多
くの側面で、英語母語話者の発達段階に類似
している、(2) 言語間距離の離れている２言
語であり、かつ劣勢言語への言語接触が、生
活・学校言語である優勢言語（日本語）より
少ないが、日英語２言語とも母語話者と同様
に発達させることができる、(3) ただし、モ
ノリンガルには見られないバイリンガル特

有の誤りやナラティブスタイルも同時に観
察された、(4) 劣勢言語（英語）への大量で
集中的な接触が、ある年齢時期に必要であり、
これにより英語母語話者の言語レベルに到
達することも示唆された。 
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